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制
料
開
閉
乎
駅
北
口
土
地
復
一
闘
機
線
事
轍
が
総
双
山
い
滋
枇
僻
す
る
な
か
、
問
明
細
船
舶
骨
緩
か
ら
向
場
者
む
か
え
て
い
る
我

係
予
紙
約
{
関
口
)
余
地
隊
総
帥
融
緩
聯
織
が
、
ニ
ニ
む
み
て
年
か
か
悼
か
機
利
絞
め
閥
識
が
欄
押
ら
れ
ず
足
絡
み
状
麟
&

蜘
肌
け
て
い
ま
す
。
琳
的
中
心
機
燃
が
然
食
で
品
開
畿
な
ま
ち
に
時
一
ま
れ
変
わ
る
こ
と
は
、
け
万
市
民
的
願
い
で
も
あ

り
ま
す
。
蜘
暢
仙
刷
会
智
け
打
開
す
る
た
め
会
カ
で
殺
り
叩
組
ん
で
い
ま
す
が
事
難
令
都
織
広
四
常
時
叫
す
る
に
は
、
情
よ
り
皆
さ

ん
の
ご
間
関
紛
が
必
畿
で
す
。
…
悶
M

も
邸
〈
総
力
品
る
臨
航
惜
別
に
す
る
た
め
、
惨
さ
ん
の
ご
総
力
会
官
お
願
い
し
ま
す
。

一
的
闘
・
燃
の
世
間
助
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を
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る
事
立
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目
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意
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ら

れ

ず

、

檎

換
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を
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還

の

執

行

組
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ω
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に
時
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向
に
あ
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一
日
ま
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基
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的
慈
化
、
災
害
的
危
反
殺
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ど
の
前
哨
決
事
業
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4
前年
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万
円
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付
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執
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間
出
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ま
ち
の
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問
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万
円
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執
行
半
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昭
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タ
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し
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子
間
約
%
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厄
年
度
に
お
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て
ら
革
本
事
裁
川
口

約
土
地
町
門
前
任
問
也
事
業
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日刊
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日山
2
3
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万
円
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執
行
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皮
カ
ら
山
培
を
迎
え
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ま
す
銭
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行
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叫
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、
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的
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設
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定
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縁
仏
判
格
転
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仏
判
中
開

%
て
~
向
付
転
一
戸
数
准
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本
事
お
州
日

市
町
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レ
丸
山
間
と
も
い
え
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植
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治
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ま
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い
ま
す

こ
め
ψ

一
と
は
鴻
助
金
内
忽
下
を
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き
、
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先
に
去
持
転
の
法
仏
科
会
あ
り
、
一
紅
山
間

地
問
使
用
が
で
き
な
い
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に
よ
る
銭
円
探

究
寺
町
山
社
主
的
経
費
丹
明
知
却
を
出
引
き
起

こ
し
て
い
ま
す
ら

ま
た
、
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業
的
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目
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、
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先
し
て

事
業
に
協
力
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で
く
れ
た
吋
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に
、
約

問
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的
に
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砧
叫
内
出
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も
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を
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け
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仁
氏
が
り
、
間
判
的
鴻
り
は

ぷ
災
民
間
明
会
今
市
明
1

4

、
双
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片
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で
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よ
一
ソ
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射
殺
門
学
州
中
に
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械
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け
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お
災
市
川
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い
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ぷ
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ま
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か
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日
凶
妥
結
て
は
、
市
川
目
的
惨
さ
ん

の
こ
妥
笠
い
い
お
ゆ
い
れ
ん
式
1
w
M
¥
ー
を

月

12ι
祭
か
り
六
々
日
を
除
く

平
日
約
午
前
中
も
オ
フ
ン
し
ま

す
ち
ふ
れ
ま
て
命
令
制
民
全
お
か
け
し

と
い
ま

L
た
か
、
合

L
開
門
聞
出
し
ゃ

ナ
く
な
り
ま
し
た
ャ
大
い
に
ニ
開
m

m〈
た
き
い
し

本

館

宮

戸

別

)
1
1
2
の

相
湖
北
台
骨
抽
出
器
〈
肝
)
3
0
6
5

布
佐
骨
齢
制
時
制
〈
m
m
)
2
ヨ
1
1

対
韓
酷
麓
務
教
時
間
競
争
前
兜
璽
に

同
兇
…
悪
夢
脳
同
お
よ
び
総
削
削
世
話
は
、
皇
室
の
ザ
之
や
か
総
務
後
援
隊
っ
て
支
給

容
れ
る
拶
緩
や
、
そ
A

叫開門局
2
8
か
ら
開
墾
軍
ナ
出
掛
綴
脚
棋
の
抜
一
肢
に
よ
り
交
錯
年
齢

ガ
波
ね
り
、
畿
務
毅
湾
紙
申
立
剖
一
見
箆
ガ
対
級
点
竹
悼
の
紺
執
す
。
市
甲
叩
舗
は

3
問
問
幻
自

絞
怖
に
。
殺
だ
手
続
き
さ
れ
て
い
怨
い
お
は
総
め
は
滞
緩
校
て
く
だ
さ
い
。

H
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家
庭
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議
家
畿
財
mnn
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弱摺しやすく怠むます
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品
切

A
V
肌
官
給
資
格
帯

2
人
闘
以
降
の
児
室

m主
義
務
品
松
山
刊

紙
学
ふ
倒
的
比
重
を
含
む
同
四
歳
糸
満
め
閥
均

殺
を
2
人
以
上
蓑
宵
し
て
い
る
カ
〈
mm

和
尚
年
4
H月
1
日
続
絞
〉
ゆ
市
に
住

民
登
録
〈
外
般
人
も
品
受
給
で
お
ま
す
〕

し
、
か
っ
続
的
抑
制
側
関
削
〈
絞
表
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部
分
事
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A
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手
荷
月
紛
争

*
主
人
間
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的
兇
滋
心
2
5
0
り附門

本
書
人
間
帥
M
M
線
的
見
裁
8
5
0
0
0
円

争
中
智
弘
間
関
捻
持
母

府
側
捌
い
た
悶
け
の
剖
品
向
付
分
か
ら
手
当
を

立
総
し
ま
す
。

争
申
論
手
続
骨

十
九
の
も
の
を
阿
川
寂
し
、
市
児
殺
桜
山
県
調
印
日
村
間
給
付
は
所
得
制
限
に
よ
り
出
品
ぃ
総

へ
申
請
し
て
く
ど
き
い
。
む
お
公
務
蕊
手
当
が
受
け
ら
れ
な
い
被
梢
お
叫
阿
川
伐

の
方
は
総
務
先
へ
総
ボ
[
て
く
N
U
さ
い
当
年
金
以
外
的
公
的
年
金
い
加
入
し
て
い

袋
内
附
擦
を
持
勢
!
て
〈
だ
思
い
F

る
方
)
で
、
終
的
μ

端
付
制
問
附
制
制
限
傾

惨
殺
総
数
名
総
刊
の
普
通
脳
出
金
の
口
座
一
応
表
的
臨
め
ぷ
八
万
‘
役
場
開
」
未
尚
の

済
特
d

へ
州
市
内
〉
を
…
総
べ
て
き
て

T
Mぞ
い
。
お
が
仙
紙
ム
鳴
し
ま
す
。

湯
舟
帆
開
設
が
m
甚
災
年
ふ
誌
に
加
入
し
て
な
お
、
中
消
T

M

椛
冬
山
寺
に
つ
い
て
は
、

い
る
崎
会
は
、
年
金
向
日
記
号
A

醤
号
変
肘
応
援
事
当
と
河
じ
て
す
a

総
べ
て
き
て
く
ど
さ
い
。
後
附
刷
濃
部
品
濃

各

支

所

で

も

~
同
部
生
年
金
な
ど
図
m
阿
部
金
N
M
M
時
的
パ
ム

受
け
付
け
ま
す

的
年
金
一
仁
加
入
し
て
い
ゐ
鴻
A
げは冶

事
業
主
に
よ
る
年
余
加
入
託
明
書
を
持
史
跡
説
家
経
深
以
外
で
も
、
校
長
向
井

事

し

て

〈

幻

冬

い

。

支

所

で

も

受

け

付

け

ま

刊

た

と

つ

T
u
一

公
開
削
和
的
年

l
n
2
n以
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に
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内
川
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紛
く
た
お
い
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仇
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#
の
司
射
し
に
総
わ
れ
て
、
本
々
の

紘
一
庁
…
品
川
に
事
ぷ
く
苧
蹴
り
と
な
り
ま
L

ぺ
十
郎
も
栴
ル
胤
地
域
一
誌
の
大
イ
ベ
ン
;

料
刊
紙
ま
つ
り
が
'
れ
わ
れ
ま
す
。
子
然
か

ら
ふ
人
人
ま
で
殺
し
め
る
盛
り
だ
〈
さ
ん

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
皆
さ
ん
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
ご
京
枝
お
そ
ろ
い
で

識
し
い

I
R
を
お
洛
ご
し
く
だ
さ
い
。

な
お
当
日
羽
交
の
鴻
人
間
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日月刊

日
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に
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廷
と
な
り
ま
寸
。

四
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ア
ト
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ツ
ク
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後
ン
フ
ワ
フ
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ラ
、
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ん
vc
ん
際
的
実
談
、
臼
}
了
研
ぎ
、

総
校
げ
大
会
ピ
ル
パ
ワ
、
草
花
め

跡
間
約
緩
和
、
制
H
空
市
な
と

w
v
m
同
い
合
わ
せ
新
特
ま
つ
り
湾
計
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後

E
H
察
村
田
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事
務
問
地
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向
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漆
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川
町
宮
戸
約
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3
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布
佐
平
和
台
町
恋
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が
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潟
地
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調 3武
高 4 購
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て
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す
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u
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台
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円
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A
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な
か
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門
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的
持
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ま
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と
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ゐ
ゆ
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で

M
H
地ム刀

民
総
も
刊
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と
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さ
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二
と
か
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効
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よ
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な
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大
刑
れ
俄
械
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存
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蜘
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た
め
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総
務

す
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と
シ
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、
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一
民
訓
円
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紫
岬
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口
市
~
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光
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一
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叩
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パ

戸
域
事
勤
か
」
円
門
市
域
内
折
F
h
M

捌い

た
と
祭
礼
る
木
一
…
戸
点
浦
山
地
中
h
H

間関
F

続
泌
総
部
紋
級
河
口
号
で
紹

介
可
士
約
時
以
諮
問
問
を
た
ど
り
、
口
問

間
約
チ
さ
z
九
(
夜
Nmチ
)
と
前
山
内

紛
イ
さ
ん
一
(
新
平
)
め

2
人
的

お
母
さ
ん
が
、
東
京
か
ら
ム
ム
請
求

で
め
的
関
Lm
を
踏
陥
し
ま
し
た

2
人
は
と
も
に
市
由
民
附
党
勺

ン
タ
!
の
会
HRv

没
ぐ
付
h
さ

れ
る
、
災
係
予
阿
川
ホ
一
問
点
諸

山
県
中
枝
問
い
い
い
ル
ボ
を
州
問
殺
す
る
た
的

い
い
行
…
ノ
允
も
の
と
、

3
尽
き
日
上
叫
ん
N
V
、

持
必
殺
し
た
記
入
は
，
地
選
と
諮
っ
ひ

与
?
H求
、
戸
街
道
を
同
悼
し
な
が
ら
日
み

日
は
件
、
一
戸
ま
て
後
4
段
取
お
よ
い

人
い
い
円
、

S
M
下
後
ホ
浦
内
総
川
町

公
山
例
に
到
請
し
ま
し
た
内

山
内
れ
は
綿
引
か
ゥ
h
ん
隠
と
り
も

2
U
H円
以
内
刊
は
ワ
ノ
と
筑
間
一
発
に

以
ん
な
か
ら
門
誌
、
し
い
浴
中
じ
そ

れ
で
も
れ
わ
一
っ
た
法
は
一

f
役、

中
久
も
ど
て
は
昔
向
一
拍
川
崎
的
阪
か
り

を
し
の
よ
司
}
と
が
で
き
、

な
り
ま
し
た
」

し
て
い
ま
し
た
旬

手
賀
沼
研
究
会
ツ
パ
メ
鶴
査
グ
ル
ー
プ
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あ一
一

3
月
1
日
に
叩
哉
の

4
生
日
を
む
か

一
え
る
と
同
時
に
、
騎
予
と
し
て
テ
ヒ
ュ

一
し
た
の
か
検
出
惟
博
さ
ん
白
井
町

に
あ
る
舵
馬
学
校
て
、

3
年
間
の
作
業

を
件
、
ぇ
正
騎
手
の
仲
間
入
り
を
し
た

身
長
1
5
1
問
、
体
重
判

5
何
c

一
騎
手
と
し
て
は
、
忠
ま
れ
た
体
格
と
い

一
え
る
学
校
時
代
は
い
つ

ι一
品
別

て
い
ま
の
体
佑
は
中
学
の
時
か
り
か

わ
り
な
い
そ
の
た
め
、
法
市
主
と
の

心
配
は
な
い
と
い
7

騎
手
仁
志
る
こ
と
は
幼
い
頃
か
り

決
め
て
い
た
c
3
K
凶
か
し
り
ハ
人
同
情
的
売

6
一
夫
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
府
中
純
馬
場
や

一
中
山
続
馬
嶋
に
打
J

て
崎
町
を
見
て
い

n
d
一
た
-
そ
の
時
か
べ
色
あ
き
や
か
会
特

∞
∞
一
負
服
を
荷
た
引
子
に
同
札
る

1
巳リ

T

nuu

一

ー
一
円
安
カ
と
て
も
カ
ノ
コ
上
か
勺
た
ん
て

q
d
一
す
」
と
惟
押
さ
ん

/
t
‘、「
j

昭翻63年鹿から

証言U%;f記
(国元蚕函え1理

金
期
前
舗
に
か
わ
り
ま
す

昭
和
問
年
度
よ
り
前
納
報
負
金
制
度

が
ん
土
山
削
ム
則
的
に
改
正
さ
れ
、
山
県
民
悦

(
普
通
徴
収
)
お
よ

υ固
定
資
産
悦
に

つ
い
て
、
第
1
期
内
納
期
内
に
第
i
期

か
ら
第
4
納
ま
で
の
悦
金
を
一
括
納
付

し
た
埼
合
に
だ
け
報
健
全
か
交
付
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
ι

こ
れ
は
、
納
期
前
に
納
付
し
た
税
制
州

(
ひ
と
つ
の
納
期
に
係
わ
る
税
制
が
、

5
万
円
を
超
え
る
と
き
は
5
万
円
と
す

る
)
の
1
0
0
分
的
川
仁
川
刑
則
前
向
月

数

(
1
か
月
未
満
向
指
数
カ
あ
る
と
き

は
、
日
円
以
下
は
切
り
品
川
て
、
日
日
以

卜
は
1
月
と
す
る
)
を
乗
じ
て
得
た
傾

(
品
開
則
合
計
金
品
に
山
円
未
満
の
指
数

が
あ
る
と
き
は
叫
り
品
川
て
る
)
の
前
納

報
奨
金
カ
交
付
さ
れ
る
も
円
て
す
。

た
だ
し
、
未
仙
の
税
金
が
あ
る
均
台

に
は
、
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
U

V
問
い
合
わ
せ
収
悦
課

3月 1日に騎手デビュー

純;;~ ，謁i圃
ι4鱗~~i 考賢立てて
、一‘匝-

引
越
し
ゴ
ミ

こ
の
時
期
は
、
転
勤
な
ど
に
よ
り
引

越
し
の
多
い
時
期
で
す
n

引
越
し
な
ど

で
、
一
時
的
に
多
量
に
出
る
ゴ
ミ
は
直

接
こ
白
分
で
ク
リ
/
セ
ン
タ
へ
阪

入
す
る
か
、
市
内
町
一
般
廃
棄
物
処
理

許
可
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
家
尾
町
取
り
壊
し
等
で
多

量
に
出
る
コ
ミ
(
産
業
廃
業
物
)
は
除
き

ま
す
。

組

大

ゴ

同
也
大
コ
ミ
収
集
は
、
町
会
・
自
治
会

単
位
で
年
2
回
目
同
度
行
い
土
す
計
同

点
ゲ
」
立
て
、
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
き
い
、

V
粗
大
ゴ
ミ
の
種
類

家
具
類
タ
ン
ス
、
へ
ノ
ト
、
ソ
フ
ァ

ー
、
机
、
イ
ス
な
と

大
型
建
具
類
ト
ア
、
ふ
す
ま
な
と

そ
の
他
大
型
テ
レ
ビ

(
H
イ
ン
チ
以

上
)
、
ス
テ
レ
オ
な
と

出
家
具
電
気
製
品
が
不
要
に
な
っ

た
時
は
、
な
る
べ
く
間
売
出
や
小
売
庖

に
引
き
取
り
を
依
日
相
し
て
く
だ
き
い
υ

V
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課

官
(
町
)
0
0
1
5

雅博さん(都部)横田

運
転
資
金
を
必
要
と
す
る
埼
合
に
品
開

円
融
資
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
U

こ
れ

ら
の
制
度
内
説
明
会
を
止
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

V
臼
時
叶
4
3

月
白
日
(
水
)
午
後
1
時

V
場
所
東
葛
飾
合
同
庁
合
(
松
戸
市
)

wv
内
容
*
設
備
近
代
化
資
金
貸
付
制

度
ネ
設
備
貸
ワ
制
度
*
県
中
小
企
業
伝

興
融
資
資
金
制
度
ほ
か

V
問
い
合
わ
せ
県
全
世
諜
官
0
4
7

2
(
回
)
2
7
1
3
ま
た
は
東
一
同
飾
商
工

労
政
課
E
0
4
7
4
一日

)
2
1
1
1

銃
砲
及
ひ
汀
制
凶
の
一
斉
檎
売
を
行

い
ま
す
。
所
持
者
は
必
す
院
先
を
受
け

て
く
た
さ
い
。

マ
横
査
の
日
時
・
場
所

2
月
中
に
実
地
し
ま
す
り
詳
細
に
つ

い
て
は
笠
察
署
か
ら
所
持
者
向
方
へ
事

別
に
通
知
し
ま
す
u

wv
検
査
の
対
象

公
安
委
員
会
か
ら
所
持
許
可
を
受
け

て
い
る
す
べ
て
の
州
統
、
空
気
流
、
射

川
市
民
民
間
の
け
ん
校
、

f
p
A
け
ん
続
、

建
設
問
ひ
ょ
う
打
日
目
、
技
命
ト
ド
ポ
九
九
射
沈

な
と
の
抗
砲
及
ひ
刀
剣
山
て
す
た
た

し
、
教
育
委
日
公
に
業
品
川
品
と
し
て
恥

?
?
中
で
の
未
げ
は
一
ヱ
理
市
く
だ
さ
い
u

一

県

技

術

改

善

品
目
白
川
崎
川
口

県
で
は
、
中
小
企
業
内
新
技
術
、
新

製
品
等
に
関
す
る
投
術
研
究
ま
た
は
試

作
に
対
し
て
補
助
金
キ
ー
」
交
付
し
ま
す

V
補
助
金
額

1
件
あ
た
り

1
0
0
万

円
か
ら
5
0
0
万
円

wv
提
出
響
額
所
定
町
長
一
巾
改
静
計
画

書
及
び
最
近
3
年
間
の
財
務
諸
表

wv
受
付
先
・
問
い
合
わ
せ
さ
月
刊
日

曜静

]J 

鉛

μ
比
し
て
あ
る
銃
砲
疋
ひ
万
剣
同
は
、
情

太
町
内
対
主
て
は
あ
り
ま
せ
ん

V
注
意
事
項

争
拭
悌
連
指
中
は
、
印
刷
花
や
川
市
た

な
と
に
十
分
一
一
止

E
し
て
く
た
き
い

命
病
気
、
出
張

4
と
て
、
抱
一
正
き
れ

た
日
時
に
受
愉
て
さ
む
い
と
き
は

y】オ
v
t
z
m
Y』干
ξ

口一4
y
巴
れ
=
主
缶

七

f
F寸
TFB£
官
官
悶
7
斗一口

(
y
hオ

し
て
く
た
き
い

晶
-
険
先
枠

f
怯
は
速
や
か
に
持
ち
日
中

り
、
所
定
的
暗
所
へ
確
実
に
保
科
し

て
く
だ
さ
い

tζ

一工、

ka勺
A
F
-
-
4
ζ
ノ
二
弘
、
i

J

ι

l
s
y
q
g
A
fえ
れ
u
s
y
L
f
ヵー

の
保
持
埼
一
叫
を
尋
ね
歩
く
宇
奈
カ
起
き

、、‘、

直量
一
一
月
内
初
旬
、
高
野
山
の
香
取
神
社

を
訪
れ
る
と
、
ソ
ハ
キ
カ
化
盛
り
て

冬
枯
れ
の
雑
木
林
に
い
ち
早
く
存
的
訪

れ
を
告
げ
て
い
た
。

白
生
の
ソ
バ
キ
は
、
ヤ
フ
ソ
ハ
キ

ま
た
は
ヤ
7

ソ
パ
キ
と
も
川
は
れ
子

m
H
沼
沿
い
の
雑
木
林
‘
そ
の
他
て
よ
く

H

見
か
け
る

ま
て
に
川
町
商
工
労
間
部

J
t課
指
性
同

へ

2
0
1
7
2
一山一
2
4
4
5

一
技
術
交
流
プ
ラ
ザ
一

参

加

者

募

集

一

山
町
内
内
奥
伝
る
業
悼
の
中
小
企
業
内

方
カ
、
制
一
九
に
段
払
川
河
発
や
伐
術
開
連

佐
官
問
題
な
と
に
附
す
る
日
刊
日
明
ゃ
な
見

内
交
換
専
を
行
い
ま
す
一
参
加
無
川
一

V
対
象
県
内
中
小
企
業
内
流
A
R
4
n

v申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
古
川
孔

U
ま
て
に
所
'
正
の
中
盛
岡
占
に
佐
伯

調
書
を
添
え
て

T
葉
市
市
崎
町
ー
の

l
u阜
商
I
労
間
部
仁
生
課
指
#
係
へ

官。
4
7
2
(
m
-
2
4
4
5

て
い
ま
す
「
お
か
し
い
な
と
閉
じ
「
た
り

す
く
昨
日
市
へ
連
指
し
て
く
た
さ
ぃ

V
問
い
合
わ
せ
代
将

f
中
パ
民
民
防
犯

課
官
(
出

)
0
1
1
0

さ歩府宇
開発行掲の
パ

毒事務取り騒い

| 日リプ」
都市計L司法目長、 :164長、 37主1Ji! 総長、
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一川
l
r
m
m
一
山
一
山
一

j
E
j
F
E同
州

ι

同
一
川
一
川
一
川
一
川
一
州

J11叫
川

川

↑

川

川

川

一

一

1
4
1
4
1
1
E
l
-
-

一

税

い

一

市

川

悦

康

税

型

工

割

問

資

制

昨

ほ

の

一

一

民

間

一

制

湘

市

険

引

一

説

明

会

一

一

県

一

定

市

F

一
白

f
i
l
-
-
i
i
l
i
l
i
-
-
-

市

(

国

都

一

国

保

一

程

昭

和

田

守

民

に

、

中

小

企

業

の

お

い

か

I

l

-

-

「

|

|

一

-

機

械

設

備

を

購

入

す

る

埼

合

あ

る

い

は

曜
量
購
君
鍾
つ
富
強
く
輔
欝
直
…

轟
臨
臨
臨
瞳

d
a幽

E
E
a
m鴨
臨

臨

臨

園

届

喝

園

悶

悶

闘

膨

E

d
腸
喝
闘
脇
闘
閤

d
喝

罫

霊

山

山

御

園

盟

盟

l
悶
悶
悶
閥
闘
箇

中
山
子
を
可
業
し
て
か
い
け
跳
馬
学
校
に
り
ま
し
た
“
ほ
か
の
人
よ
り
も
出
遅
れ
い
人
で
昔
か
た
き
の
人
た
と
い

人
る
ま
て
に
は
、

2
年
間
の
フ
ラ
ン
ク
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
」
と
キ
ノ
ハ
リ
証
明
'
打
勺
て
い
る
馬
の
訓
擁
も
手
を
日

か
あ
っ
た
県
立
流
山
京
高
伎
を
1
年
続
門
学
校
に
は
、
他
の
人
よ
り
少
し
遅
枕
け
な
い

で
や
め
、
そ
の
捷
ン
/
ボ
リ
牧
埼
に
住
れ
て
入
学
し
た
か
、
こ
こ
で
は
削
ピ
れ
目
標
、
y-
す
る
騎
手
は
、
同
じ
き
ゅ
…

、
同
の
世
話
や
騎

τに
な
る
な
い
体
験
を
し
た
よ
う
だ
う
会
内
光
州
車
で
あ
る
ヂ
目
騎
子
1

今
一

の
も
慌
を
学
ん
た

2
川
日
日
に
騎
馬

γ
校
を
寸
金
現
は
、
半
甘
さ
ん
に
追
い
つ
き
、
追
い
日

「
民
同
学
川
悦
に
入
る
川
町
3
年

間

高

ι、
一
字
本
川
一
時
き
ゅ
う
合
に
所
属
“
越
す
こ
と
が
呂
悼
て
す
u

こ
れ
か
ら
h

伎
と
牧
埼
て
の
生
活
は
い
い
花
輪
に

4

先
生
内
一
本
仰
一
円
高
教
師
は
献
し
先
牛
肉
指
導
の
も
と
に
、
体
全
体
を
…

同
ゥ
て
迫
J

て
い
く
よ
フ
な
民
手
に
円

な
り
た
い
て
す
ね
、
と
討
を
M

聞
か
す
「
…

秀
夫
さ
ん
は
「
新
人
だ
か
り
と
い
ワ
引

て
+
暗
唱
せ
す
に
主
々
と
走
っ
て
、
白
山

ワ
た
カ
れ
ン
コ
ノ
キ
l
に
む
け
て

事官の r~j子

ソ
パ
キ
は
常
収
J

尚
ふ
で
、
器
取
は
坪

く
、
表
耐
に
つ
や
か
あ
り
、
日
住
て

も
よ
く
育
つ
陰
初
で
あ
る

花
弁
は
赤
色
で
尚
比
に
集
ま
っ

た
推
し
べ
の
ド
部
に
は
、
多
量
的
安

カ
分
泌
さ
れ
る
ν

こ
の
蜜
を
求
め
て

ノ
シ
ロ
や
ヒ
ヨ
リ
カ
集
ま
り
、
全

付
の
仲
た
ち
を
す
る
の
で
ソ
ハ
キ

は
お
性
化
の
灯
例
、
と
さ
れ
て
い
る

ソ
ハ
キ
は
花
町
長
し
き
カ
勺
霊
好

告
か
多
〈
、
同
州
五
nm
時
も
沢
山
あ
る
u

一

陪
了
か
ら
は
油
カ
と
れ
頭
信
用
一

灯
問
、
食
用
主
と
に
き
れ
る
ι

一

川
は
担
問
色
て
散
布
主
た
め
建
一

築
什
と
し
て
ま
た
、
漆
持
、
佐
子
一

位
、
く
し
、
本
槌
な
と
の
製
作
に
用
一

い
ら
れ
るへ
よ
・
写
真
佐
久
間
校
行
一

1川111114月から市でスタート 111111111

山
内
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